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め　

に

　

戦
い
・
合
戦
と
い
う
歴
史
的
事
実
を
歴
史
書
と
し
て
で
は
な
く
、
文
学
の
形
で
書
き
留
め
る

―
、
古
く
か
ら
世
界
各
国
で
行
わ
れ

て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
筆
者
は
そ
の
よ
う
な
行
為
に
至
っ
た
人
々
の
普
遍
的
思
考
の
解
明
を
最
終
的
な
テ
ー
マ
に
据
え
つ
つ
、
当
面
の
課

題
と
し
て
軍
記
と
『
三
国
志
演
義
』（
以
下
、『
演
義
』）
と
の
比
較
検
討
に
取
り
組
み
、
そ
の
成
果
を
以
て
軍
記
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
の
特

性
や
そ
の
時
代
的
変
遷
の
様
を
明
ら
か
に
し
て
き
た（

１
）。
そ
し
て
、
こ
こ
で
次
の
段
階
に
進
む
上
で
の
問
題
が
生
じ
る
。
す
な
わ
ち
、
ア
ジ

ア
以
外
の
テ
ク
ス
ト
に
目
を
向
け
て
い
っ
た
場
合
に
、
自
身
の
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
が
ど
の
よ
う
な
位
置
付
け
と
な
る
の
か
と
い
う
問

題
で
あ
る
。

　

歴
史
的
事
実
を
文
学
と
し
て
ま
と
め
る
志
向
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
琵
琶
法
師
や
講
談
と
い
っ
た
口
承
に
よ
る
流
布
、
数
多
く
伝
え
ら

れ
る
諸
本
の
存
在
な
ど
、
軍
記
と
『
演
義
』
の
大
枠
で
の
共
通
性
は
概
ね
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
叙
事
詩
に
も
当
て
は
ま
り
、
そ
う
い
う
意
味
で
は

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
叙
事
詩
を
両
作
品
と
同
レ
ベ
ル
に
並
べ
て
比
較
検
討
す
る
の
も
あ
な
が
ち
的
外
れ
な
こ
と
で
も
な
く
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
日
中
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間
の
比
較
で
は
見
出
し
得
な
か
っ
た
個
々
の
作
品
の
特
性
を
浮
き
彫
り
に
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
思
い
か

ら
、『
演
義
』
の
関
羽
、『
太
平
記
』
の
新
田
義
興
の
怨
霊
譚
と
そ
れ
に
纏
わ
る
聖
地
（
玉
泉
寺
・
新
田
神
社
）
と
の
相
互
依
存
関
係
に
つ

い
て
論
じ
た
際
に
、
試
み
に
ア
ー
サ
ー
王
伝
承
と
グ
ラ
ス
ト
ン
ベ
リ
修
道
院
の
事
例
も
追
加
し
て
取
り
上
げ
て
み
た
と
こ
ろ
、
結
果
と
し

て
は
日
中
と
の
共
通
性
が
浮
か
び
上
が
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
作
品
を
考
察
対
象
に
追
加
す
る
こ
と
に
対
し
、
一
定
の
妥
当
性
は
呈
示
で
き

た
か
と
思
う（

２
）。

よ
っ
て
、
こ
う
い
っ
た
考
察
の
例
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
で
、
自
身
の
研
究
に
一
層
の
説
得
力
を
持
た
せ
る
こ
と
が
で
き

よ
う
し
、
そ
れ
が
と
か
く
古
典
文
学
に
お
い
て
は
否
定
さ
れ
が
ち
な
比
較
文
学
研
究
の
有
効
性
を
訴
え
て
い
く
こ
と
に
も
な
る
と
確
信

す
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、『
太
平
記
』、『
演
義
』
に
併
せ
て
、"Le M

orte d'A
rthur" 

こ
と
『
ア
ー
サ
ー
王
の
死
』（
以
下
、『
王
の
死
』）

を
取
り
上
げ
、
三
作
品
に
お
け
る
語
り
手
の
ス
タ
ン
ス
に
つ
い
て
比
較
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

一
、『
太
平
記
』
の
「
今
」
へ
の
意
識

　
『
太
平
記
』、『
演
義
』、『
王
の
死
』
の
三
作
品
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
語
り
手
が
物
語
展
開
上
効
果
的
に
そ
の
姿
を
表
す
。
す
な
わ
ち

語
り
手
は
物
語
の
時
空
間
内
で
は
な
く
、
そ
の
時
空
間
の
外
の
世
界
に
身
を
置
き
、
俯
瞰
的
視
点
か
ら
物
語
中
の
出
来
事
や
人
物
の
動
き

を
捉
え
、
時
に
そ
こ
に
評
価
や
感
想
を
添
え
て
語
る
こ
と
で
物
語
を
誘
導
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
物
語
の
時
空
間
を
語
り
手
自

身
の
位
置
す
る
時
空
間
内
に
収
め
る
入
れ
子
構
造
が
成
立
す
る
こ
と
で
、
作
品
に
奥
行
な
り
立
体
感
な
り
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　

語
り
手
の
存
在
が
強
く
感
じ
ら
れ
る
箇
所
と
い
え
ば
、『
演
義
』
に
お
け
る
各
章
回
の
結
び
が
ま
ず
思
い
浮
か
ぶ
。
第
一
回
「
宴
桃
園

豪
傑
三
結
義　

斬
黄
巾
英
雄
首
立
功
」
を
見
て
み
よ
う
。
当
該
章
回
で
は
、
張
飛
が
今
に
も
董
卓
を
殺
さ
ん
と
し
て
い
る
緊
迫
の
場
面
を

描
き
、「
正
是
、
人
情
勢
利
古
猶
今
、
誰
識
英
雄
是
白
身
、
安
得
快
人
如
翼
徳
、
尽
誅
世
上
負
心
人
、
畢
竟
董
卓
性
命
如
何
、
且
聴
下
文
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に
お
け
る
語
り
手
の
ス
タ
ン
ス

分
解
（
こ
れ
ぞ
、「
人
情
勢
利
に
つ
く
は
古
も
今
の
如
し
、
誰
か
英
雄
の
白
身
な
る
を
識
ら
ん
や
。
安
で
か
快
人
翼
徳
が
如
き
を
得
て
、

悉
く
世
上
負
心
の
人
を
誅
せ
ん
。」
と
申
す
と
こ
ろ
。
は
た
し
て
董
卓
の
命
は
如
何
に
な
り
ま
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
次
回
に
解
き
明
か
す

の
を
お
聞
き
下
さ
い（

３
））」

と
結
ぶ
。
話
の
結
末
を
次
回
へ
持
ち
越
す
ク
リ
フ
ハ
ン
ガ
ー
方
式
で
、
緊
迫
感
を
高
め
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
物

語
の
流
れ
を
俯
瞰
的
に
捉
え
直
す
目
的
も
伴
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
捉
え
直
し
を
通
し
て
、
人
の
日
和
見
主
義
が
古
今
変
わ

る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
主
張
（
傍
線
部
）
を
、「
今
」
を
生
き
る
享
受
者
に
と
っ
て
も
他
人
事
で
は
な
い
問
題
と
し
て
意
識
さ
せ
て
い

く
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
よ
う
な
「
古
今
」
の
枠
組
み
に
よ
る
語
り
は
、『
太
平
記
』、『
王
の
死
』
で
も
効
果
的
に
用
い
ら
れ
る
。
否
、
む
し
ろ
こ
の
二
作

品
の
方
が
よ
り
積
極
的
に
そ
の
枠
組
み
を
利
用
し
て
お
り
、
そ
れ
が
『
演
義
』
の
志
向
性
と
の
違
い
を
生
む
こ
と
と
な
る
の
だ
が
、
そ
の

こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
も
、
ま
ず
は
『
太
平
記
』
の
事
例
か
ら
確
認
し
て
い
き
た
い
。

　
　

承
久
ヨ
リ
以
来
、
平
氏
世
ヲ
執
テ
九
代
、
暦
数
已
ニ
百
六
十
余
年
ニ
及
ヌ
レ
バ
、（
中
略
）
同
時
ニ
軍
起
テ
、
纔
ニ
四
十
三
日
ノ
中

ニ
皆
滅
ビ
ヌ
ル
業
報
ノ
程
コ
ソ
不
思
議
ナ
レ
。
愚
哉
関
東
ノ
勇
士
、
久
天
下
ヲ
保
テ
、
威
ヲ
遍
海
内
ニ
覆
シ
カ
ド
モ
、
国
ヲ
治
ル
心

無
リ
シ
カ
バ
、
堅
甲
利
兵
、
徒
ニ
梃
楚
ノ
為
ニ
被
レ
摧
テ
、
滅
亡
ヲ
瞬
目
ノ
中
ニ
得
タ
ル
事
、
驕
レ
ル
者
ハ
失
シ
倹
ナ
ル
者
ハ
存
ス
。

古
ヘ
ヨ
リ
今
ニ
至
マ
デ
是
ア
リ
。
此
裏
ニ
向
テ
頭
ヲ
回
ス
人
、
天
道
ハ
盈
テ
ル
ヲ
欠
事
ヲ
不
レ
知
シ
テ
、
猶
人
ノ
欲
心
ノ
厭
コ
ト
ナ

キ
ニ
溺
ル
。
豈
不
レ
迷
乎
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
十
一
「
金
剛
山
寄
手
等
被
誅
事
付
佐
介
貞
俊
事（
４
）」）

　

多
く
の
章
段
を
費
や
し
て
述
べ
て
き
た
北
条
氏
滅
亡
ま
で
の
過
程
を
も
う
一
度
簡
略
に
説
明
し
直
し
た
（
本
文
中
略
部
分
に
相
当
）
上

で
、
盤
石
だ
と
思
わ
れ
て
い
た
彼
ら
の
支
配
体
制
が
僅
か
四
十
三
日
で
滅
び
る
こ
と
と
な
っ
た
の
は
、
ひ
と
え
に
彼
ら
が
為
政
者
と
し
て

の
資
質
を
欠
き
、
し
か
る
べ
き
統
治
を
な
し
得
な
か
っ
た
「
業
報
」
に
よ
る
、
と
の
語
り
手
の
評
が
呈
さ
れ
る
。
さ
ら
に
続
け
て
、
古
か

ら
今
に
至
る
ま
で
驕
れ
る
者
が
亡
び
、
質
実
な
る
者
が
永
ら
え
る
例
は
あ
る
の
だ
と
し
て
、「
今
」
を
視
野
に
入
れ
た
物
言
い
が
な
さ
れ
、
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「
今
」
の
時
代
へ
の
教
訓
、
警
告
と
す
る
の
で
あ
る
。

　
　

抑
元
弘
ヨ
リ
以
来
、
忝
モ
此
君
ニ
憑
レ
進
セ
テ
、
忠
ヲ
致
シ
功
ニ
ホ
コ
ル
者
幾
千
万
ゾ
ヤ
。
然
共
此
乱
又
出
来
テ
後
、
仁
ヲ
知
ラ
ヌ

者
ハ
朝
恩
ヲ
捨
テ
敵
ニ
属
シ
、
勇
ナ
キ
者
ハ
苟
モ
死
ヲ
免
レ
ン
ト
テ
刑
戮
ニ
ア
ヒ
、
智
ナ
キ
者
ハ
時
ノ
変
ヲ
弁
ゼ
ズ
シ
テ
道
ニ
違
フ

事
ノ
ミ
有
シ
ニ
、
智
仁
勇
ノ
三
徳
ヲ
兼
テ
、
死
ヲ
善
道
ニ
守
ル
ハ
、
古
ヘ
ヨ
リ
今
ニ
至
ル
迄
、
正
成
程
ノ
者
ハ
未
無
リ
ツ
ル
ニ
、
兄

弟
共
ニ
自
害
シ
ケ
ル
コ
ソ
、
聖
主
再
ビ
国
ヲ
失
テ
、
逆
臣
横
ニ
威
ヲ
振
フ
ベ
キ
、
其
前
表
ノ
シ
ル
シ
ナ
レ
。

�

（
巻
十
六
「
正
成
兄
弟
討
死
事
」）

　

こ
ち
ら
は
、
作
品
中
一
貫
し
て
忠
義
の
士
と
し
て
描
か
れ
る
楠
木
正
成
の
最
期
を
受
け
て
の
評
で
あ
る
。
智
仁
勇
す
べ
て
を
兼
ね
備

え
、
正
し
き
道
を
最
期
ま
で
全
う
し
た
彼
の
よ
う
な
人
物
は
稀
で
あ
る
と
、
こ
れ
ま
た
「
今
」
と
い
う
時
空
間
か
ら
捉
え
て
い
る
。
正
成

と
い
う
人
物
を
賞
賛
す
る
た
め
の
表
現
で
は
あ
る
が
、
彼
の
死
を
現
体
制
の
瓦
解
の
兆
候
と
し
て
位
置
付
け
る
と
こ
ろ
に
は
、
道
を
踏
み

誤
っ
た
際
の
危
険
性
を
後
世
に
向
け
て
警
告
す
る
意
図
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
よ
う（

５
）。

　

こ
の
警
告
意
識
に
関
連
し
て
、
こ
こ
で
『
太
平
記
』
の
話
末
評
に
つ
い
て
少
し
確
認
し
て
お
き
た
い
。
先
の
二
例
の
引
用
も
ま
さ
に

こ
の
範
疇
に
あ
る
が
、『
太
平
記
』
に
限
ら
ず
軍
記
全
般
の
特
徴
と
し
て
話
末
評
が
作
品
の
随
所
に
加
え
ら
れ
る
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
た

と
え
ば
死
者
を
前
に
し
て
「
哀
レ
」、「
悲
シ
」
と
悼
ん
だ
り
、
奇
瑞
や
異
常
現
象
に
対
し
「
不
思
議
」
と
訝
し
が
っ
た
り
す
る
な
ど
、
軍

記
の
評
は
あ
る
程
度
似
通
っ
た
も
の
と
な
っ
て
く
る
の
だ
が
、
中
で
も
『
太
平
記
』
の
場
合
は
、「
新
田
・
足
利
一
家
ノ
好
ミ
ヲ
忘
レ
恩

讐
ノ
思
ヲ
ナ
シ
、
互
ニ
亡
サ
ン
ト
牙
ヲ
砥
ノ
志
顕
レ
テ
、
早
天
下
ノ
乱
ト
成
ニ
ケ
ル
コ
ソ
浅
猿
ケ
レ
」（
巻
十
四
「
新
田
足
利
確
執
奏
状

事
」）、「
如
何
ナ
ル
世
ノ
末
マ
デ
モ
、
誰
カ
ハ
傾
ケ
可
レ
申
ト
、
群
臣
イ
ツ
シ
カ
危
ヲ
忘
レ
テ
、
慎
ム
方
ノ
無
リ
ケ
ル
、
人
ノ
心
ゾ
愚
カ

ナ
ル
」（
巻
十
五
「
主
上
自
山
門
還
幸
事
」）、「
我
ガ
威
勢
ノ
ア
ル
時
ハ
、
冥
ノ
昭
覧
ヲ
モ
不
レ
憚
、
人
ノ
辛
苦
ヲ
モ
不
レ
痛
、
思
様
ニ
振

舞
ヌ
レ
バ
、
楽
尽
テ
悲
来
リ
、
我
ト
身
ヲ
責
ル
事
、
哀
ニ
愚
カ
ナ
ル
事
共
也
」（
巻
三
十
「
慧
源
禅
門
逝
去
事
」）
な
ど
の
文
言
に
表
れ
る
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に
お
け
る
語
り
手
の
ス
タ
ン
ス

が
如
く
、
国
家
や
人
民
が
遵
守
す
べ
き
行
動
規
範
か
ら
逸
脱
す
る
こ
と
に
対
す
る
否
定
的
評
が
頻
出
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
過
去
よ
り

学
ん
で
ほ
し
い
と
の
思
い
の
表
れ
で
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
語
り
手
が
前
面
に
出
て
ダ
イ
レ
ク
ト
に
そ
れ
を
訴
え
る
機
会
が
増
え
て
い
く
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
わ
か
り
や
す
く
形
に
し
た
も
の
が
「
古
今
」
に
言
及
す
る
枠
組
み
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
で

あ
っ
て
、
そ
の
枠
組
み
は
『
王
の
死
』
で
も
積
極
的
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　

二
、『
王
の
死
』
と
『
太
平
記
』
と
の
類
似
性

　
『
王
の
死
』
を
本
格
的
に
扱
う
の
は
筆
者
に
と
っ
て
初
め
て
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
簡
単
に
そ
の
書
誌
情
報
を
確
認
し
て
お
く（
６
）。

一
四
八
五
年
に
イ
ギ
リ
ス
最
初
の
印
刷
業
者
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
キ
ャ
ク
ス
ト
ン
（W

illian C
axton

）
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
全
二
十
一
巻
、

五
○
七
章
よ
り
成
る
当
該
テ
ク
ス
ト
は
、
ト
ー
マ
ス
・
マ
ロ
リ
ー
（Thom

as M
aleore

）
が
自
身
に
先
行
す
る
ア
ー
サ
ー
王
伝
承
や
作
品

を
と
り
ま
と
め
た
も
の
が
そ
の
原
型
と
な
っ
て
お
り
、
作
品
の
結
び
に
は
、
マ
ロ
リ
ー
の
名
と
と
も
に
彼
が
エ
ド
ワ
ー
ド
四
世
の
治
世

九
年
目
に
書
き
上
げ
た
こ
と
（" For this book w

as ended the ninth year of the reign of K
ing Edw

ard the Fourth, by Sir Thom
as 

M
aleore, k

（
７
）

night"

）
な
ど
が
記
さ
れ
る
。
ち
な
み
に
エ
ド
ワ
ー
ド
四
世
の
治
世
九
年
目
は
一
四
六
九
年
三
月
四
日
か
ら
一
四
七
○
年
三

月
三
日
に
当
た
る
た
め
、
マ
ロ
リ
ー
が
当
該
作
品
を
ま
と
め
上
げ
た
わ
ず
か
十
五
年
後
に
は
、
キ
ャ
ク
ス
ト
ン
に
よ
っ
て
章
分
け
、
見

出
し
な
ど
体
裁
が
整
え
ら
れ
、
公
刊
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
語
り
手
が
具
体
的
に
示
さ
れ
る
の
は
『
太
平
記
』
と
は
異
な
る
点

で
、
そ
れ
が
語
り
手
の
ス
タ
ン
ス
を
考
え
る
上
で
問
題
と
な
っ
て
く
る
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
も
の
の
、
物
語
の
時
空
間
を
包
み
込

む
語
り
手
の
「
今
」
が
意
識
さ
れ
る
点
に
お
い
て
は
、
ひ
と
ま
ず
大
差
は
な
い
。
例
を
示
す
に
、" For in these dayes it w

as not the 
guyse of herem

ytes as is now
 a dayes For there w

ere none herem
ytes in tho dayes but that they had ben m

en of w
orshyp and 
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of prow
esse / and tho herem

ytes helde grete housholde / and refresshyd peple that w
ere in distresse

（
当
時
の
隠
者
の
習
慣
は
、

今
と
は
違
っ
て
い
た
。
当
時
の
隠
者
は
大
抵
、
隠
者
に
な
る
前
に
は
地
位
の
高
い
武
勇
の
士
で
あ
っ
た
。
こ
う
い
う
隠
者
た
ち
は
大
世
帯

を
構
え
て
い
て
、
困
っ
て
い
る
人
を
元
気
付
け
た
り
し
た
も
の
で
あ
る"

（B
ook Eighteen, C

apitulum
 x

（
８
）

iij

）
と
い
っ
た
具
合
で
、" now 

a dayes

（
昨
今
）"
の
隠
者
が " in these dayes

（
当
時
）"

の
隠
者
の
習
慣
を
正
し
く
継
承
し
て
い
な
い
と
の
物
言
い
に
は
、「
今
」
の
隠

者
を
非
難
し
、「
古
」
に
倣
う
重
要
性
を
説
く
意
図
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
「
古
今
」
の
枠
組
み
を
用
い
て
力
説

す
る
の
が
、
以
下
の
箇
所
で
あ
る
。

　
　

L

①o ye al englissh m
en see ye not w

hat a m
yschyef here w

as / for he that w
as the m

oost kyng and knyght of the w
orld and 

m
oost loued the felyshyp of noble knyghtes / and by hym

 they w
ere al vpholden / N

②ow
 m

yght not this englyssh m
en holde 

them
 contente w

yth hym
 / Loo thus w

as the olde custom
e and vsage of this londe / A

nd a

③lso m
en saye that w

e of thys londe 

haue not yet loste ne foryeten that custom
e &

 vsage / A

④las thys is a grete defaulte of vs englysshe m
en / For there m

ay no 

thynge plese vs noo term
e 

　
　

 

（
イ
ギ
リ
ス
の
国
民
よ
、
ご
覧
な
さ
い
。
な
ん
と
い
う
情
け
な
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
世
に
も
優
れ
た
王
で
あ
り
騎
士
で
あ
り
、
気
高

い
騎
士
の
団
結
を
あ
れ
ほ
ど
愛
し
た
ア
ー
サ
ー
王
、
ア
ー
サ
ー
王
あ
れ
ば
こ
そ
、
皆
が
支
え
ら
れ
て
い
た
と
い
う
の
に
、
当
時
の

イ
ギ
リ
ス
人
は
ア
ー
サ
ー
王
に
満
足
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
す
。
こ
の
国
で
は
昔
の
風
俗
習
慣
も
そ
の
通
り
だ
っ
た
。

そ
の
く
せ
、
わ
れ
わ
れ
イ
ギ
リ
ス
人
は
、
古
い
風
俗
習
慣
は
今
ま
で
一
度
も
棄
て
た
り
忘
れ
た
り
し
な
い
と
言
う
。
あ
あ
、
こ
れ

は
わ
れ
わ
れ
イ
ギ
リ
ス
人
の
一
大
欠
点
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
つ
ね
に
何
物
に
も
満
足
し
な
い
の
だ
。）

�

（B
ook Tw

enty O
ne, C

apitulum
 prim

o

）

　

モ
ル
ド
レ
ッ
ド
に
謀
叛
を
起
こ
さ
れ
て
ア
ー
サ
ー
が
追
い
込
ま
れ
て
い
く
展
開
に
対
し
、
語
り
手
は
そ
の
元
凶
を
「
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
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り
手
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タ
ン
ス

人
」
の
変
心
に
あ
る
と
す
る
の
だ
が
（
傍
線
部
②
）、
そ
の
こ
と
を
「
イ
ギ
リ
ス
の
国
民
」
全
体
に
向
け
て
「
情
け
な
い
」
こ
と
だ
と
激

昂
し
（
傍
線
部
①
）、「
今
ま
で
一
度
も
～
し
な
い
」（
傍
線
部
③
）
や
「
わ
れ
わ
れ
イ
ギ
リ
ス
人
」（
傍
線
部
④
）
と
い
っ
た
表
現
を
通
じ

て
、
時
空
を
超
越
し
た
と
こ
ろ
で
の
人
間
の
心
の
弱
さ
、
す
な
わ
ち
人
間
の
悪
し
き
普
遍
性
を
非
難
す
る
の
で
あ
る
。
当
時
の
国
民
が
正

し
く
判
断
で
き
て
い
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
悲
劇
は
起
こ
ら
な
か
っ
た
は
ず
だ
と
す
る
そ
の
背
景
に
は
、
国
や
民
は
そ
の
本
分
を
全
う
す
べ

し
と
の
倫
理
規
範
が
読
み
取
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
語
り
手
目
線
で
国
や
民
に
と
っ
て
の
あ
る
べ
き
姿
が
示
さ
れ
る
わ
け
だ
が
、
こ
の
あ
る

べ
き
姿
の
裏
に
意
識
さ
れ
て
い
る
も
の
は
何
な
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
が
読
み
取
れ
る B

ook Eighteen, C
apitulum

 xxv 

を
引
用
し
よ
う
。

　
　

n

①ow
 adayes m

en can not loue seuen n

（
９
）

y3te but they m
ust haue alle their desyres that loue m

ay not endure by reason / for 

w
here they ben soone accorded and hasty hete / soone it keleth / Ryghte soo fareth loue n

②ow
 a dayes / sone hote soone cold 

/ this is noo stabylyte / but t ③he old loue w
as not so / m

en and w
ym

m
en coude loue to gyders seuen yeres / and no lycours 

lustes w
ere bitw

ene them
 / and thenne w

as loue trouthe and feythfulnes / and loo in lyke w
yfe w

as vsed loue i ④n kynge 

A
rthurs dayes 

　
　

 

（
昨
今
の
人
々
は
、
七
日
も
愛
す
れ
ば
欲
望
を
遂
げ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
そ
う
い
う
愛
は
理
性
で
持
続
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
た
ち
ま
ち
意
気
投
合
し
て
か
っ
と
燃
え
上
が
る
恋
は
、
ま
た
忽
ち
に
し
て
冷
え
て
し
ま
う
。
昨
今
の
恋
も
ま
さ
に
そ
の
と
お

り
、
熱
し
や
す
く
冷
め
や
す
い
。
安
定
な
ど
あ
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
昔
の
恋
愛
は
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。
男
女
は
七

年
間
も
愛
し
続
け
、
し
か
も
そ
の
間
に
淫
奔
な
欲
望
は
存
在
し
な
い
。
か
く
て
こ
そ
愛
と
か
誠
実
が
存
在
し
た
の
で
あ
る
。
ア
ー

サ
ー
王
時
代
の
一
般
的
の
恋
愛
も
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。）

　

当
該
章
で
は
そ
の
す
べ
て
を
費
や
し
て
、" vertuous loue

（
純
潔
な
愛
）"
が
何
た
る
か
を
語
る
。
そ
も
そ
も
こ
の
十
八
巻
は
ラ
ー
ン

ス
ロ
ッ
ト
と
グ
ウ
ィ
ネ
ヴ
ィ
ア
二
人
の
愛
が
主
題
と
な
る
の
だ
が
、
こ
の
恋
愛
に
関
し
て
は
決
し
て
否
定
的
に
描
か
れ
は
し
な
い
。
そ
れ
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は
こ
の
愛
が
真
実
の
愛
だ
と
認
め
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
り
、
そ
の
意
識
が
こ
の
引
用
部
分
に
も
表
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
今
」（
傍

線
部
①
、
②
）
と
「
古
」（
傍
線
部
③
、
④
）
を
用
い
て
の
対
比
構
造
で
、
昨
今
の
熱
し
や
す
く
冷
め
や
す
い
恋
愛
事
情
を
非
難
す
る
こ

の
箇
所
は
、
裏
返
せ
ば
、
そ
う
で
は
な
か
っ
た
こ
の
二
人
の
愛
を
肯
定
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
戦
い
の
歴
史
に
は
一
見
不

釣
り
合
い
と
さ
れ
そ
う
な
恋
愛
話
に
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
に
ま
で
拘
っ
た
か
と
言
え
ば
、" w

orshyp in arm
es m

ay neuer be foyled / but 
fyrst reserue the honour to god / and secondly the quarel m

ust com
e of thy lady

（
武
道
の
誉
れ
を
な
い
が
し
ろ
に
す
る
こ
と
は

許
さ
れ
な
い
。
ま
ず
神
を
崇
め
、
し
か
る
後
に
女
性
に
愛
を
訴
え
る
の
で
な
け
れ
ば
い
け
な
い
）"

（B
ook Eighteen, C

apitulum
 xxv

）

と
い
っ
た
叙
述
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
王
や
国
家
の
守
護
を
目
的
と
し
た
騎
士
道
精
神
に
お
い
て
は
、
恋
愛
が
神
へ
の
信
仰
に
準
ず
る
も

の
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
、
騎
士
道
の
本
質
的
な
部
分
と
切
り
離
せ
な
い
も
の
と
し
て
見
な
さ
れ
て
い
た
が
た
め
と
言
え
よ
う（

（1
（

。
国
家
、

個
々
人
い
ず
れ
の
立
場
に
お
い
て
も
理
想
的
な
有
り
様
、
そ
し
て
そ
の
理
想
の
追
求
の
た
め
に
果
た
す
べ
き
役
割
が
与
え
ら
れ
て
お
り
、

そ
れ
が
正
し
く
機
能
す
る
限
り
は
体
制
を
維
持
で
き
る
と
い
う
論
理
展
開
が
当
該
テ
ク
ス
ト
内
で
は
な
さ
れ
る
よ
う
だ
が
、
恋
愛
感
情
も

そ
の
秩
序
の
う
ち
に
組
み
込
ま
れ
て
い
て
、
だ
か
ら
こ
そ
国
家
の
動
乱
を
描
く
上
で
も
恋
愛
に
関
す
る
叙
述
を
省
略
で
き
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。
た
し
か
に
『
太
平
記
』
で
も
女
性
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
、
そ
の
女
性
が
世
の
乱
れ
の
契
機
と
な
る
展
開
が
な
い
わ
け
で
は
な

い
も
の
の（

（1
（

、
こ
れ
ほ
ど
に
ま
で
物
語
の
主
軸
に
据
え
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、
こ
の
辺
り
は
や
は
り
中
世
騎
士
物
語
、
ロ
マ
ン
ス
の
特
性
と

し
て
認
め
る
べ
き
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。
し
か
し
と
も
か
く
も
、「
古
今
」
の
枠
組
み
を
用
い
て
「
今
」
に
向
け
て
発
信
す
る
姿
勢
は
、『
太
平

記
』
と
も
共
通
す
る
も
の
で
、
両
者
と
も
に
こ
こ
を
起
点
に
語
り
手
が
物
語
に
積
極
的
に
介
入
す
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。
が
、
こ
れ

ら
に
比
し
て
、『
演
義
』
に
お
け
る
語
り
手
の
ス
タ
ン
ス
は
少
々
異
な
っ
て
く
る
。
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り
手
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タ
ン
ス

　

三
、『
演
義
』
に
お
け
る
「
後
人
詩
」

　
『
太
平
記
』
と
『
王
の
死
』
二
作
品
で
の
物
語
と
語
り
手
に
よ
る
二
重
の
時
空
間
、
な
ら
び
に
語
り
手
の
批
判
意
識
の
強
さ
と
い
う
共

通
性
を
確
認
し
て
き
た
が
、
第
一
節
の
段
階
で
予
め
『
演
義
』
が
こ
れ
ら
と
は
若
干
質
を
異
に
す
る
こ
と
は
示
唆
し
て
お
い
た
。
最
終
の

章
回
と
な
る
第
百
二
十
回
「
薦
杜
預
老
将
献
新
謀　

降
孫
皓
三
分
帰
一
統
」
を
除
く
す
べ
て
の
回
に
置
か
れ
る
ク
リ
フ
ハ
ン
ガ
ー
的
〝
話

末
評
〟
の
中
で
は
、
実
は
第
一
節
に
引
用
し
た
よ
う
な
「
古
今
」
を
用
い
た
評
は
き
わ
め
て
例
外
的
で（

（1
（

、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
語
り
手
の
主
義

主
張
が
差
し
挟
ま
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
物
語
を
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
で
中
断
さ
せ
、
緊
張
状
態
の
ま
ま
次
回
へ
と
繋
げ
よ
う
と
す

る
意
図
の
方
が
優
先
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
は
、
こ
れ
ら
を
〝
話
末
評0

〟
扱
い
し
て
よ
い
の
か
悩
ま
し
い
と
こ
ろ
で
は
あ
る

が
、
と
も
か
く
も
、
極
力
表
に
は
出
ず
客
観
的
立
場
か
ら
の
語
り
に
専
念
す
る
の
が
、『
演
義
』
に
お
け
る
語
り
手
の
ス
タ
ン
ス
で
あ
っ

た
と
の
見
方
は
妥
当
で
あ
ろ
う
。

　

こ
う
い
っ
た
『
演
義
』
に
お
け
る
語
り
手
の
客
観
性
を
よ
り
強
く
印
象
付
け
る
の
が
、
話
末
評
同
様
作
中
に
頻
出
す
る
「
後
人
詩
」
で

あ
る
。

　
　

進
慌
急
欲
尋
出
路
、
宮
門
尽
閉
。
伏
甲
齊
出
、
将
何
進
砍
為
両
段
。
後
人
有
詩
嘆
之
曰
、

　
　
　

漢
室
傾
危
天
数
終
、
無
謀
何
進
作
三
公
。
幾
番
不
聴
忠
臣
諫
、
難
免
宮
中
受
剣
鋒
。

　
　

 

（
何
進
は
慌
て
て
、
逃
げ
道
を
探
し
た
が
、
宮
殿
の
門
は
、
残
ら
ず
閉
ざ
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
へ
、
伏
せ
て
あ
っ
た
鎧
武
者
が
一
度

に
打
っ
て
出
て
、
何
進
を
真
二
つ
に
切
り
捨
て
た
。
後
の
人
の
詩
に
こ
の
こ
と
を
歎
じ
て
言
う
に
は
、

　
　
　

漢
室
傾
き
危
う
く
天
数
終
わ
り
、
謀
無
き
何
進
三
公
と
な
る
。
幾
た
び
か
忠
臣
の
諫
め
を
聴
か
ざ
り
し
に
よ
っ
て
、
宮
中
に
剣
の

矛
先
を
受
く
る
を
免
れ
難
し
。）�

（
第
三
回
「
議
温
明
董
卓
叱
丁
原　

餽
金
珠
李
粛
説
呂
布
」）
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何
進
が
周
り
の
諫
め
を
聞
か
ず
に
無
防
備
な
ま
ま
宮
中
に
入
ろ
う
と
し
て
斬
殺
さ
れ
た
話
を
受
け
、「
後
人
有
詩
嘆
之
曰
」
と
し
て
後

世
の
人
間
に
よ
る
批
評
が
詩
の
形
式
で
示
さ
れ
る
。「
漢
室
」、「
天
数
」、「
忠
臣
諫
」
な
ど
の
語
が
詠
み
込
ま
れ
る
点
で
は
、
先
の
二
作

品
に
見
ら
れ
た
批
判
の
方
向
性
と
も
重
な
る
も
の
の
、
そ
れ
を
詩
の
形
式
で
示
す
と
い
う
点
に
関
し
て
は
、『
演
義
』
の
特
性
と
し
て
注

目
し
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
。
と
い
う
の
も
『
演
義
』
で
は
、
引
用
箇
所
に
見
ら
れ
た
「
後
人
有
詩
嘆
（
歎
）
之
曰
」
に
併
せ
、「
後
人
有

詩
讃
（
賛
）
之
曰
」
や
「
後
人
有
詩
曰
」
と
い
う
形
式
で
、
直
前
の
内
容
を
ま
と
め
つ
つ
そ
れ
に
対
す
る
評
を
詠
ず
る
箇
所
が
、
そ
れ

ぞ
れ
五
十
四
例
、
六
十
二
例
、
四
十
七
例
の
計
一
六
三
例
も
見
ら
れ
る
の
で
あ
る（

（1
（

。「
嘆
」
と
「
讃
」
と
い
う
語
に
ど
こ
ま
で
使
い
分
け

の
意
識
が
あ
る
か
に
は
検
証
の
余
地
が
あ
ろ
う
が
、
ひ
と
ま
ず
そ
こ
で
語
ら
れ
る
事
件
を
受
け
て
の
心
情
の
吐
露
で
あ
る
こ
と
に
は
相
違

な
く
、
そ
の
意
味
で
は
こ
れ
ら
も
「
評
」
の
範
疇
に
あ
る
と
し
て
差
し
支
え
あ
る
ま
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
寧
ろ
『
演
義
』
で
は
、
こ
の
パ

タ
ー
ン
で
し
か
批
評
が
行
わ
れ
な
い
と
し
て
も
過
言
で
は
な
い
。
し
か
も
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
物
語
に
反
応
す
る
主
体
を
語
り
手
で

は
な
く
「
後
人
」
に
設
定
す
る
点
で
あ
っ
て
、
語
り
手
本
人
は
物
語
を
批
評
す
る
立
場
に
は
位
置
し
な
い
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
時
に
後
人
と
い
う
抽
象
的
な
存
在
で
は
な
く
、
実
在
の
詩
人
が
配
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
曹
操
が
江
南
攻
撃
に
向
か
っ
た
場

面
、「
短
歌
行
」
が
詠
ま
れ
る
直
前
の
箇
所
を
以
下
に
引
用
し
よ
う
。

　
　
（
曹
操
）
顧
謂
諸
将
曰
、「
吾
今
年
五
十
四
歳
矣
。
如
得
江
南
、
竊
有
所
喜
（
中
略
）
吾
今
新
搆
銅
雀
台
於
漳
水
之
上
、
如
得
江
南
、

当
娶
二
喬
置
之
台
上
、
以
娯
暮
年
、
吾
願
足
矣
。」
言
罷
大
笑
。
唐
人
杜
牧
之
有
詩
曰
、

　
　

折
戟
沉
沙
鉄
未
消
、
自
将
磨
洗
認
前
朝
。
東
風
不
与
周
郎
便
、
銅
雀
春
深
鎖
二
喬
。

　
　

 

（（
曹
操
は
）
大
将
た
ち
に
向
か
い
、「
自
分
は
今
年
五
十
四
歳
に
な
る
が
、
江
南
を
切
り
取
っ
た
ら
ば
、
ま
た
幸
い
な
こ
と
が
あ

る
。（
中
略
）
こ
の
頃
漳
水
の
川
辺
に
銅
雀
台
を
建
て
た
ば
か
り
だ
が
、
江
南
を
平
定
し
た
上
は
、
喬
氏
の
二
人
の
娘
を
台
に
侍

ら
せ
て
晩
年
ま
で
を
心
地
良
く
過
ご
す
と
し
よ
う
。
こ
れ
で
望
み
も
叶
っ
た
と
い
う
も
の
だ
」
と
言
い
終
わ
り
、
ま
た
大
笑
し
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に
お
け
る
語
り
手
の
ス
タ
ン
ス

た
。
唐
の
杜
牧
の
詩
に
、「
折
れ
た
る
戟
は
砂
に
沈
ん
で
鉄
い
ま
だ
消
せ
ず　

自
ら
磨
洗
を
も
っ
て
前
朝
を
認
む
。
東
風
周
郎
が

た
め
に
便
せ
ず
ん
ば　

銅
雀
春
深
く
し
て
二
喬
を
鎖
さ
ん
」
と
あ
る
の
は
こ
の
こ
と
で
あ
る
。）

�

（
第
四
十
八
回
「
宴
長
江
曹
操
賦
詩　

鎖
戦
船
北
軍
用
武
」）

　

勝
利
を
確
信
し
、
す
で
に
そ
の
後
へ
と
思
い
を
馳
せ
る
曹
操
の
姿
を
描
く
直
後
に
、
杜
牧
（
八
○
三
―
八
五
三
）
の
「
赤
壁
」
が
引
用

さ
れ
る
。
古
戦
場
に
赴
い
た
杜
牧
が
戟
な
ど
の
遺
物
を
目
に
し
つ
つ
、
も
し
東
風
が
吹
い
て
い
な
け
れ
ば
歴
史
は
変
わ
っ
て
い
た
か
も
し

れ
な
い
、
と
歴
史
浪
漫
に
浸
る
詠
だ
が
、
杜
牧
が
赤
壁
の
地
を
勘
違
い
し
て
い
た
事
実
を
思
う
と
些
か
興
醒
め
感
は
否
め
な
い
も
の
の
、

『
演
義
』
が
杜
牧
と
い
う
後
世
の
詩
人
の
目
線
か
ら
赤
壁
合
戦
を
捉
え
直
そ
う
と
し
て
い
た
意
識
は
確
実
に
読
み
取
れ
る
。「
後
人
詩
」
同

様
、
こ
の
場
面
で
も
物
語
に
反
応
す
る
の
は
杜
牧
で
あ
り
、
語
り
手
が
批
評
で
き
る
余
白
は
残
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　

ち
な
み
に
こ
の
第
四
十
八
回
以
外
に
も
、「
後
来
蘇
学
士
有
古
風
一
篇
」（
第
三
十
四
回
）、「
後
杜
工

（
杜
甫
）部
有
詩
曰
」（
第
八
十
四
回
）、

「
後
杜
工
部
有
詩
歎
曰
（
中
略
）
白（

白
居
易
）

楽
天
又
有
詩
曰
（
中
略
）
後
元
微
（
元
稹
）之

有
賛
孔
明
詩
曰
」（
第
一
○
四
回
）、「
後
杜
工
部
有
詩
曰
（
中

略
）
又
杜
工
部
詩
曰
」（
第
一
○
五
回
）
と
あ
る
と
お
り
、
杜
甫
（
七
一
二
―
七
七
○
）、
白
居
易
（
七
七
二
―
八
四
六
）、
元
稹
（
七
七
九

―
八
三
一
）
と
い
っ
た
高
名
な
詩
人
が
登
場
す
る
。
物
語
の
内
容
を
捉
え
直
す
役
割
を
、
語
り
手
で
は
な
く
実
在
の
詩
人
に
委
ね
る
こ
と

に
は
、
後
世
で
の
当
該
人
物
の
評
価
が
物
語
の
権
威
付
け
と
な
る
と
の
考
え
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
実
は
こ
こ
に
は
少
々
問
題

が
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
第
三
十
四
回
の
蘇
学
士
に
つ
い
て
は
、
蘇
舜
欽
（
一
○
○
八
―
一
○
四
八
）
と
蘇
軾
（
一
○
三
六
―
一
一
○

一
）
の
二
人
が
そ
の
呼
称
で
呼
ば
れ
て
お
り
、
し
か
も
テ
ク
ス
ト
内
で
紹
介
さ
れ
る
詩
が
二
人
の
詩
作
の
中
に
見
出
せ
な
い
た
め
、
ど
ち

ら
の
詠
か
断
言
で
き
な
い
と
の
こ
と
で
あ
り（

（1
（

、
第
一
○
四
回
に
至
っ
て
は
、
そ
の
訳
本
に
お
い
て
「
毛
本
で
は
次
に
孔
明
を
た
た
え
た
杜

甫
・
白
居
易
・
元
稹
の
詩
を
引
く
が
、
す
べ
て
疑
わ
し
い
の
で
、
こ
こ
に
は
載
せ
な
い
」
と
の
注
が
施
さ
れ
る
な
ど（

（1
（

、
詩
の
存
在
自
体
が

疑
問
視
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
先
の
杜
牧
詩
の
よ
う
に
そ
の
実
在
が
確
か
め
ら
れ
る
例
も
あ
る
も
の
の
、
基
本
的
に
は
由
緒
あ
り
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げ
な
詩
が
引
か
れ
て
い
る
よ
う
に
映
り
さ
え
す
れ
ば
、
物
語
の
格
を
高
め
る
に
は
十
分
と
の
思
い
が
あ
っ
た
よ
う
に
解
せ
ら
れ
る
。

　

実
在
の
詩
人
の
名
前
を
伴
っ
た
場
合
で
す
ら
そ
の
よ
う
な
事
情
な
の
だ
か
ら
、「
後
人
詩
」
の
方
も
「
後
人
」
に
仮
託
さ
れ
た
に
過
ぎ

ず
、
実
際
に
そ
の
詠
が
存
在
し
た
か
は
き
わ
め
て
疑
わ
し
い
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
物
語
に
何
ら
か
の
批
評
を
加
え
た
い
場
合
は
、
後
人
の

口
を
通
し
て
発
信
す
る
こ
と
と
し
、
語
り
手
の
役
目
と
し
て
は
そ
れ
を
伝
え
る
の
み
と
さ
れ
た
の
だ
。
も
ち
ろ
ん
、
第
一
節
冒
頭
に
挙
げ

た
如
き
例
外
も
あ
る
。
し
か
し
全
体
的
な
傾
向
と
し
て
は
、
物
語
と
語
り
手
に
よ
る
二
重
の
時
空
間
を
用
い
た
『
太
平
記
』
と
『
王
の

死
』
に
対
し
て
、『
演
義
』
で
は
物
語
本
編
・
後
代
の
詩
人
・
語
り
手
と
い
う
三
重
の
時
空
間
に
し
、
語
り
手
と
評
者
と
の
役
割
を
完
全

に
別
個
の
も
の
と
し
た
の
で
あ
る
。

　

四
、
中
国
・
日
本
そ
れ
ぞ
れ
の
志
向
性

　
『
演
義
』
は
、
物
語
に
対
す
る
批
評
を
「
後
人
詩
」
に
託
し
、
語
り
手
は
さ
ら
に
そ
の
外
に
位
置
す
る
と
い
う
構
造
を
選
択
し
た
。
詩

と
い
う
存
在
に
多
大
な
る
価
値
を
見
出
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。
こ
の
詩
の
用
い
方
か
ら
も
、『
演
義
』
と
『
太
平
記
』
に
お

け
る
語
り
手
の
ス
タ
ン
ス
の
違
い
が
見
え
て
く
る
。『
太
平
記
』
巻
十
一
「
筑
紫
合
戦
事
」
内
に
、「
哀
哉
、
昨
日
ハ
小
弐
・
大
友
、
英
時

ニ
順
テ
菊
池
ヲ
討
、
今
日
ハ
又
小
弐
・
大
友
、
官
軍
ニ
属
シ
テ
英
時
ヲ
討
。『
行
路
難
、
不
レ
在
レ
山
兮
、
不
レ
在
レ
水
、
唯
在
二
人
情
反
覆

之
間
一
』
ト
、
白
居
易
ガ
書
タ
リ
シ
筆
ノ
跡
、
今
コ
ソ
被
二
思
知
一
タ
レ
」
と
い
う
話
末
評
が
登
場
す
る
。
一
日
に
し
て
敵
味
方
が
入
れ
替

わ
る
そ
の
混
沌
と
し
た
様
の
喩
え
を
白
居
易
の
「
太
行
路
」
の
一
節
に
求
め
た
こ
の
部
分
は
、
有
名
な
漢
詩
を
使
っ
て
そ
の
場
面
を
捉
え

直
す
意
味
で
は
、
前
節
で
の
杜
牧
の
例
な
ど
と
も
共
通
す
る
も
の
の
、
時
間
軸
と
い
う
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
そ
こ
に
は
大
き
な
差
が
あ

る
。
と
い
う
の
も
、
赤
壁
合
戦
（
二
○
八
）
と
杜
牧
の
活
動
時
期
と
で
は
物
語
の
方
が
先
行
し
、「
赤
壁
」
は
赤
壁
合
戦
の
様
を
詠
ず
る
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に
お
け
る
語
り
手
の
ス
タ
ン
ス

た
め
に
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
元
弘
三
（
一
三
三
三
）
年
時
の
鎮
西
で
の
合
戦
と
白
居
易
と
で
は
後
者
が
先
行
し
、「
太

行
路
」
は
比
喩
に
適
し
た
も
の
と
し
て
選
ば
れ
た
に
す
ぎ
ず
、『
太
平
記
』
の
こ
の
場
面
と
の
直
接
的
な
関
係
は
な
い
。
し
か
も
『
太
平

記
』
の
場
合
は
、『
演
義
』
の
よ
う
に
そ
の
場
面
へ
の
評
価
を
す
べ
て
詩
に
任
せ
る
よ
う
な
こ
と
は
せ
ず
、
語
り
手
の
「
哀
哉
」
と
い
う

表
現
を
強
調
す
る
た
め
の
詩
の
引
用
で
あ
り
、
つ
ま
り
は
語
り
手
の
気
持
ち
を
代
弁
す
る
役
割
を
白
居
易
に
与
え
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

の
で
あ
る
。

　

別
の
角
度
か
ら
も
、『
演
義
』
と
『
太
平
記
』
の
語
り
手
の
ス
タ
ン
ス
の
違
い
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、『
通
俗
三
国

志
』
の
翻
訳
姿
勢
で
あ
る
。
当
該
テ
ク
ス
ト
は
概
ね
『
演
義
』
の
忠
実
な
翻
訳
と
評
さ
れ
る
も
の
の
、
丹
念
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
い
く

と
、
軍
記

―
中
で
も
『
太
平
記
』

―
を
援
用
し
た
と
お
ぼ
し
き
意
図
的
改
変
が
随
所
に
確
認
で
き
る
。
そ
の
詳
細
は
つ
と
に
拙
著

に
て
論
じ
た
と
お
り
だ
が
、
こ
こ
で
改
め
て
そ
の
一
例
で
あ
る
『
演
義
』
第
七
十
八
回
「
治
風
疾
神
医
身
死　

伝
遺
命
奸
雄
数
終
」
を
挙

げ
て
お
く
。
曹
操
が
見
た
夢
を
賈
詡
が
解
釈
す
る
場
面
、
い
わ
ゆ
る
「
三
馬
同
槽
」
で
あ
る
。『
演
義
』
が
「
詡
曰
、『
禄
馬
吉
兆
也
。
禄

馬
帰
於
槽
、
王
上
何
必
疑
乎
。』
操
因
此
不
疑
（
賈
詡
が
言
う
に
は
、「
禄
馬
は
吉
兆
に
ご
ざ
い
ま
す
。
禄
馬
が
曹
氏
に
帰
す
る
験
で
す
。

王
も
何
を
疑
う
必
要
が
あ
り
ま
し
ょ
う
」
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
曹
操
は
疑
う
の
を
止
め
た
）」
と
、
賈
詡
の
夢
占
を
曹
操
が

そ
の
ま
ま
信
じ
た
こ
と
ま
で
記
し
、
そ
れ
に
対
す
る
評
を
こ
の
後
に
続
く
「
後
人
詩
」
に
委
ね
て
し
ま
う
の
に
対
し
て
、『
通
俗
三
国
志
』

で
は
、「
賈
詡
答
へ
て
、
馬
を
夢
見
る
は
皆
吉
兆
な
り
、
主
上
何
ぞ
、
之
を
疑
ひ
玉
へ
る
と
云
ひ
け
れ
ば
、
曹
操
こ
れ
に
依
て
心
を
安
ん

じ
、
了
に
司
馬
氏
の
天
下
と
な
る
べ
き
を
、
知
ざ
り
け
る
こ
そ
う
た
て
け
れ
」
と
、
軍
記
の
話
末
評
に
も
似
た
文
言
が
付
け
加
え
ら
れ
る

の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
改
変
さ
れ
た
背
景
と
し
て
、
語
り
手
目
線
で
批
評
が
加
え
ら
れ
る
軍
記
の
ス
タ
イ
ル
に
慣
れ
親
し
ん
で
い
る
日

本
人
の
感
覚
に
寄
せ
て
い
く
配
慮
を
想
定
す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。『
演
義
』
が
翻
訳
さ
れ
る
過
程
で
軍
記
に
接
近
し
て
い
く
こ
の

現
象
も
、『
演
義
』
に
お
け
る
語
り
手
の
客
観
的
ス
タ
ン
ス
の
徹
底
と
い
う
本
稿
で
の
指
摘
の
妥
当
性
を
裏
打
ち
す
る
事
例
と
な
ろ
う
。
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こ
の
よ
う
に
、
後
の
時
代
か
ら
物
語
を
捉
え
直
す
視
点
を
備
え
て
は
い
る
も
の
の
、
そ
れ
が
語
り
手
の
「
今
」
と
イ
コ
ー
ル
に
な
ら
な

い
の
が
『
演
義
』
な
の
で
あ
る
。
語
り
手
は
物
語
本
編
の
時
空
間
を
包
む
詩
人
の
さ
ら
に
外
の
時
空
間
に
存
在
し
、
自
身
の
主
義
主
張
を

表
に
出
す
こ
と
を
極
力
避
け
た
ス
タ
ン
ス
を
取
り
続
け
る
。
そ
れ
は
客
観
性
に
基
づ
い
た
語
り
と
い
う
ス
タ
イ
ル
が
重
視
さ
れ
て
い
た

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
歴
史
が
テ
ー
マ
と
な
る
作
品
に
お
い
て
は
、
語
り
手
の
主
観
を
大
量
に
挟
み
込
む
行
為
は
、
そ
の
物
語
内
容
に

対
す
る
信
憑
性
の
問
題
が
揺
ら
ぐ
危
険
性
を
も
孕
む
。
そ
れ
に
対
し
、
文
学
の
形
式
の
一
つ
と
し
て
一
定
の
権
威
を
持
っ
た
も
の
と
さ
れ

る
「
詩
」
を
持
ち
込
み
、
物
語
を
後
世
の
〝
実
在
し
た
〟
人
物
た
ち
に
承
認
さ
せ
、
語
り
手
は
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
語
る
と
い
う
ス
タ
イ
ル

を
維
持
す
る
こ
と
で
、
物
語
内
で
語
ら
れ
る
歴
史
に
正
当
性
を
付
与
し
、
物
語
自
体
の
価
値
を
高
め
て
い
く
と
い
っ
た
趣
向
が
こ
こ
に
は

あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
前
稿
で
論
じ
た
、
聖
地
を
取
り
込
ん
で
権
威
付
け
を
図
ろ
う
と
す
る
姿
勢
、
す
な
わ
ち
、
実
在

す
る
聖
地
の
縁
起
を
取
り
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
該
テ
ク
ス
ト
が
第
三
者
に
よ
る
認
証
を
受
け
た
正
統
な
物
語
で
あ
る
こ
と
を
主
張
す

る
姿
勢
と
も
軌
を
一
に
す
る
志
向
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

そ
し
て
、
こ
う
い
っ
た
三
作
品
に
お
け
る
語
り
手
の
物
語
に
対
す
る
ス
タ
ン
ス
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
各
テ
ク
ス
ト
の
序
と
も
対
応

す
る
こ
と
と
な
る
。

　

五
、
序
と
の
対
応
関
係

　

序
と
は
物
語
の
方
向
性
を
示
す
箇
所
で
あ
る
か
ら
、
物
語
本
編
で
の
語
り
手
の
ス
タ
ン
ス
も
そ
こ
に
表
れ
る
も
の
と
予
測
さ
れ
る
。

『
太
平
記
』
の
序
か
ら
確
認
し
て
い
こ
う
。

　
　

蒙①

竊
採
二
古
今
之
変
化
一
、
察
二
安
危
之
来
由
一
、
覆
而
無
レ
外
天
之
徳
也
。
明
君
体
レ
之
保
二
国
家
一
。
載
而
無
レ
棄
地
之
道
也
。
良
臣



七
九

『
太
平
記
』・『
三
国
志
演
義
』・"Le M

orte d'A
rthur" 

に
お
け
る
語
り
手
の
ス
タ
ン
ス

則
レ
之
守
二
社
稷
一
。
若
夫
其
徳
欠
則
雖
レ
有
レ
位
不
レ
持
。
所
謂
夏
桀
走
二
南
巣
一
、
殷
紂
敗
二
牧
野
一
。
其
道
違
則
雖
レ
有
レ
威
不
レ
久
。

曾
聴
趙
高
刑
二
咸
陽
一
、
禄
山
亡
二
鳳
翔
一
。
是
以
前
聖
慎
而
得
レ
垂
二
法
於
将
来
一
也
。
後②

昆
顧
而
不
レ
取
二
誡
於
既
往
一
乎
。

　

古
か
ら
今
に
至
る
世
の
移
り
変
わ
り
の
中
に
、
平
和
と
乱
世
と
の
由
来
を
自
分
な
り
に
よ
く
よ
く
考
え
て
み
る
に
、
と
い
う
冒
頭
の
表

現
（
傍
線
部
①
）
に
、「
古
」
か
ら
語
り
手
の
「
今
」
へ
と
続
く
流
れ
が
強
く
表
れ
る
。
し
か
も
、「
蒙
」
と
い
う
自
身
の
謙
称
を
主
語
に

置
く
よ
う
に
、
語
り
手
自
ら
の
目
線
で
歴
史
を
捉
え
、
そ
れ
に
対
し
て
意
見
を
述
べ
る
と
い
う
立
場
を
明
確
に
打
ち
出
し
て
い
る
。
そ
の

よ
う
な
ス
タ
ン
ス
で
何
を
述
べ
る
か
と
言
え
ば
、「
天
之
徳
」、「
地
之
道
」
の
論
理
に
従
い
、
明
君
と
良
臣
と
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
相

応
す
る
行
動
を
取
る
限
り
は
体
制
が
維
持
さ
れ
る
は
ず
と
の
主
張
な
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
そ
の
道
を
踏
み
外
し
て
し
ま
っ
た
過
去
の
事

例
も
少
な
く
は
な
く
、
だ
か
ら
こ
そ
後
世
の
我
々
は
そ
う
い
っ
た
歴
史
を
顧
み
て
自
身
の
生
き
方
に
生
か
し
て
い
く
べ
き
な
の
だ
、
と
主

張
は
続
く
（
傍
線
部
②
）。
つ
ま
り
、
こ
の
テ
ク
ス
ト
は
後
世
の
人
間
が
正
し
く
生
き
る
術
を
学
ぶ
た
め
の
教
訓
の
書
な
の
で
あ
り
、
か

る
が
故
に
、
作
品
中
何
度
も
こ
の
語
り
手
が
登
場
し
、「
今
」
へ
向
け
て
警
鐘
を
鳴
ら
し
続
け
る
の
で
あ
る
。

　

語
り
手
の
ス
タ
ン
ス
が
『
太
平
記
』
に
近
い
位
置
に
あ
る
『
王
の
死
』
の
場
合
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
こ
の
書
に
は
マ
ロ
リ
ー
の
序
は
存

在
し
な
い
も
の
の
、
跋
文
か
ら
作
品
執
筆
の
意
図
を
読
み
取
る
こ
と
は
で
き
る
。
そ
の
跋
文
で
は
彼
が
こ
の
書
を
記
し
た
時
期
が
明
記
さ

れ
る
（
第
二
節
参
照
）
他
、"pray for m

e w
hile I am

 alive, that G
od send m

e good deliverance, and w
hen I am

 dead, I pray you all 

pray for m
y soul.

（
私
が
生
き
て
お
り
ま
す
間
に
、
神
が
私
を
御
救
出
下
さ
い
ま
す
よ
う
祈
っ
て
下
さ
い
。
ま
た
、
私
が
死
に
ま
し
た

ら
、
私
の
魂
の
た
め
に
祈
っ
て
下
さ
い
）"

と
、
本
人
救
済
の
嘆
願
も
な
さ
れ
る
。
執
筆
当
時
獄
中
に
あ
っ
た
彼
に
は
こ
の
作
品
の
完
成

が
赦
免
に
繋
が
る
と
の
期
待
を
抱
い
て
い
た
よ
う
で（

（1
（

、
少
々
感
情
的
に
す
ら
感
じ
ら
れ
る
そ
の
物
語
本
編
の
叙
述
も
自
身
の
精
神
状
態
が

反
映
さ
れ
て
い
た
が
故
な
の
か
も
し
れ
ず
、
こ
の
よ
う
な
語
り
手
の
実
態
が
透
け
て
見
え
て
く
る
と
こ
ろ
は
、
こ
こ
ま
で
類
似
す
る
と
し

て
き
た
『
太
平
記
』
の
語
り
手
の
在
り
方
と
も
異
な
っ
て
く
る
と
評
さ
ざ
る
を
得
な
い
。
ち
な
み
に
、
マ
ロ
リ
ー
の
代
わ
り
と
い
う
思
い



八
〇

が
あ
っ
て
か
、
出
版
を
担
当
し
た
キ
ャ
ク
ス
ト
ン
に
よ
る
序
が
付
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
当
該
テ
ク
ス
ト
の
方
向
性
が
明
言
さ
れ
る
。
参

考
ま
で
に
彼
の
序
を
見
て
お
こ
う
。

　
　

A
nd I accordyng to m

y copye haue doon sette it in enprynte / to the entente that noble m
en m

ay see and lerne the noble actes 

of chyualrye / the Ientyl and vertuous dedes that som
m

e knyghtes vsed in tho dayes ......al is w
ryton for our doctryne / and 

for to bew
are that w

e falle not to vyce ne synne / but texersyse and folow
e vertu 

　

 　
（
私
が
そ
の
写
本
に
基
づ
い
て
印
刷
し
ま
し
た
目
的
は
、
高
貴
な
方
々
が
騎
士
道
の
華
々
し
い
わ
ざ
や
当
時
の
一
部
の
騎
士
た
ち
が

な
ら
い
と
し
た
君
子
ら
し
い
有
徳
の
行
為
を
お
読
み
に
な
っ
て
、
学
ぶ
こ
と
が
お
で
き
に
な
る
よ
う
に
と
い
う
こ
と
で
す
。（
中

略
）
こ
の
中
に
書
か
れ
た
内
容
は
す
べ
て
私
ど
も
の
教
訓
の
た
め
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。
私
ど
も
が
悪
や
罪
に
陥
ら
ぬ
よ
う
、
善

を
行
う
よ
う
戒
め
て
お
り
ま
す
。）

　

過
去
の
テ
ク
ス
ト
を
読
む
こ
と
が
、「
今
」
を
生
き
る
我
々
が
正
し
く
あ
る
た
め
の
教
訓
と
な
る
と
の
意
識
が
示
さ
れ
る
。
個
々
人
が

自
身
の
守
る
べ
き
道
を
行
く
こ
と
が
騎
士
道
を
貫
く
こ
と
に
通
ず
る
と
い
う
こ
の
感
覚
に
関
し
て
は
、『
太
平
記
』
が
求
め
る
主
従
関
係

に
も
通
ず
る
と
言
え
よ
う
。

　

他
方
、『
演
義
』
で
は
冒
頭
に
「
詞
」
を
置
い
て
お
り
、
や
は
り
こ
こ
で
も
詩
に
よ
る
枠
組
み
作
り
が
意
識
さ
れ
る
。

　
　

詞
曰
、
滾
滾
長
江
東
逝
水
、
浪
花
淘
尽
英
雄
。
是
非
成
敗
転
頭
空
。
青
山
以
旧
在
、
幾
度
夕
陽
紅
。
白
髪
漁
樵
江
渚
上
、
慣
看
秋
月

春
風
。
一
壺
濁
酒
喜
相
逢
。
古
今
多
少
事
、
都
付
笑
談
中
。

　
　

 

（
滾
り
流
る
る
長
江
の
東
に
下
る
水
の
上
、
泡
沫
に
浮
か
び
て
消
ゆ
る
英
雄
の
数
。
世
に
栄
え
し
も
敗
れ
し
も
頭
を
め
ぐ
ら
せ
ば
空

し
く
な
り
ぬ
。
青
山
は
昔
の
ま
ま
に
、
幾
た
び
過
ぎ
し
夕
陽
の
紅
。
白
髪
の
翁
河
の
渚
に
漁
り
し
て
、
秋
の
月
春
の
風
も
見
す
ぐ

し
慣
れ
つ
。
一
壺
の
濁
れ
る
酒
に
友
を
迎
え
、
古
今
の
故
事
そ
も
い
か
ば
か
り
、
み
な
笑
談
の
種
と
話
し
ぬ
。）



八
一

『
太
平
記
』・『
三
国
志
演
義
』・"Le M

orte d'A
rthur" 

に
お
け
る
語
り
手
の
ス
タ
ン
ス

　

こ
の
詩
は
明
の
楊
慎
（
一
四
八
八
―
一
五
五
九
）
の
「
二
十
一
史
弾
詞
」
を
用
い
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
り（

（1
（

、
作
品
の
冒
頭
の
時
点
か

ら
第
三
者
の
詩
を
利
用
し
て
い
る
と
い
う
の
は
、
語
り
手
が
直
接
の
評
を
発
信
す
る
こ
と
は
な
い
と
の
意
思
表
明
で
あ
っ
た
と
解
釈
す
る

こ
と
も
で
き
る
。
尚
、
傍
線
部
の
よ
う
に
、
古
今
の
出
来
事
も
す
べ
て
笑
い
話
で
あ
る
な
ど
と
の
文
言
も
出
て
く
る
が
、
こ
こ
に
見
え
る

「
古
今
」
は
、
こ
れ
ま
で
論
じ
て
き
た
枠
組
み
と
は
一
線
を
画
す
も
の
と
し
て
捉
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
も
、
こ
こ
か
ら
は
批

判
精
神
や
教
訓
性
も
読
み
取
れ
ず
、
過
去
の
物
語
を
そ
れ
そ
の
も
の
と
し
て
味
わ
う
こ
と
を
第
一
と
し
た
発
言
に
他
な
ら
な
い
。
こ
の
、

語
り
に
専
念
し
た
姿
勢
は
物
語
本
編
で
の
在
り
方
と
同
じ
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、『
演
義
』
で
は
語
り
手
に
よ
る
批
評
を
持
ち
込
む
こ
と
な
ど
最
初
か
ら
想
定
し
て
い
な
い
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
当
該
作

品
に
批
評
精
神
が
な
か
っ
た
と
い
う
話
で
は
な
く
、
物
語
と
語
り
手
の
間
に
批
評
担
当
の
詩
人
を
据
え
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
す

る
こ
と
で
、『
太
平
記
』
や
『
王
の
死
』
よ
り
も
入
れ
子
の
数
が
一
つ
増
え
る
こ
と
と
な
る
の
だ
か
ら
、
あ
る
意
味
、
物
語
の
構
造
の
重

層
化
が
図
ら
れ
た
と
す
る
こ
と
も
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
も
ま
た
、
語
り
手
を
効
果
的
に
機
能
さ
せ
る
一
つ
の
在
り
方
だ
っ
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

お　

わ　

り　

に

　

以
上
、
三
テ
ク
ス
ト
に
お
け
る
語
り
手
の
ス
タ
ン
ス
を
、
主
に
話
者
評
、
話
末
評
の
問
題
か
ら
検
討
し
て
き
た
。
本
稿
で
注
目
し
た
点

か
ら
す
れ
ば
、『
太
平
記
』
と
『
王
の
死
』
と
の
共
通
性
と
、
そ
れ
ら
と
『
演
義
』
と
の
違
い
が
浮
か
び
上
が
る
結
果
と
な
っ
た
。
た
だ

し
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
は
ど
ち
ら
が
い
い
、
悪
い
と
い
う
話
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
と
し
て
と
も
に
認
め
る
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と

は
言
う
ま
で
も
な
い
。
本
稿
で
の
考
察
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
切
り
口
次
第
で
三
者
の
関
係
性
は
変
化
し
て
映
る
に
相
違
な
く
、
単
純



八
二

に
日
中
間
の
違
い
、
ア
ジ
ア
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
間
の
違
い
な
ど
と
線
引
き
が
で
き
る
よ
う
な
も
の
で
も
な
い
。
し
か
し
と
も
か
く
も
、
作
品

単
体
で
は
見
出
し
得
な
い
特
性
を
、
他
の
国
の
作
品
と
比
べ
る
こ
と
で
あ
ぶ
り
出
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
ま
さ

し
く
比
較
文
学
研
究
が
効
果
的
に
機
能
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
か
ら
も
比
較
文
学
研
究
を
継
続

し
、
そ
の
研
究
手
法
の
有
効
性
を
訴
え
て
い
き
た
い
。

　
〈
注
〉

（
１
）　
『
三
国
志
享
受
史
論
考
』（
汲
古
書
院　

二
○
○
七
・
一
）
参
照
。
以
下
、
拙
著
と
称
す
。

（
２
）　
「『
三
国
志
演
義
』
と
『
太
平
記
』
に
お
け
る
怨
霊
と
聖
地
―
関
羽
・
新
田
義
興
の
比
較
、
付
・
ア
ー
サ
ー
王
伝
説
と
の
類
似
性
」（『
中
世
の
軍
記
物
語
と

歴
史
叙
述
』
竹
林
舎　

二
○
一
一
・
四
）。
以
下
、
前
稿
と
称
す
。

（
３
）　
『
演
義
』
本
文
は
毛
宗
崗
本
（
上
海
古
籍
出
版
社
）
を
使
用
す
る
。
尚
、
訳
は
『
完
訳
三
国
志
』（
岩
波
文
庫
）
を
参
照
し
つ
つ
、
適
宜
私
に
改
め
た
。

（
４
）　
『
太
平
記
』
本
文
は
日
本
古
典
文
学
大
系
本
（
慶
長
八
年
古
活
字
本　

岩
波
書
店
）
を
使
用
す
る
。

（
５
）　

物
語
中
の
人
物
の
死
を
受
け
、
そ
れ
を
「
今
」
へ
の
教
訓
と
す
る
の
は
、
小
山
田
高
家
が
主
君
新
田
義
貞
の
身
代
わ
り
に
亡
く
な
っ
た
際
の
「
自
レ
昔
至

レ
今
迄
、
流
石
ニ
侍
タ
ル
程
ノ
者
ハ
、
利
ヲ
モ
不
レ
思
、
威
ニ
モ
不
レ
恐
、
只
依
二
其
大
将
一
捨
レ
身
替
レ
命
者
也
。
今
武
将
タ
ル
人
、
是
ヲ
慎
デ
不
レ
思
レ
之
乎
」

（
巻
十
六
「
小
山
田
太
郎
高
家
刈
青
麦
事
」）
と
い
う
叙
述
に
も
見
ら
れ
る
手
法
で
あ
る
。

（
６
）　

以
下
に
記
す
当
該
書
の
概
要
は
、『
ア
ー
サ
ー
王
の
死
』（
筑
摩
書
房　

一
九
九
八
・
九
）
所
収
の
厨
川
文
夫
氏
の
解
説
に
よ
る
。

（
７
）　

底
本
は
ミ
シ
ガ
ン
大
学
提
供
の C

orpus of M
iddle English Prose and Verse

（http://quod.lib.um
ich.edu/cgi/t/text/text-idx?c=cm

 e;idno=M
aloryW

ks2

）

を
使
用
す
る
が
、
跋
文
の
箇
所
に
つ
い
て
は
本
文
を
欠
く
た
め
、
そ
こ
の
み Electronic Text C

enter, U
niversity of V

irginia Library 

が
提
供
す
る 



八
三

『
太
平
記
』・『
三
国
志
演
義
』・"Le M

orte d'A
rthur" 

に
お
け
る
語
り
手
の
ス
タ
ン
ス

M
alory, Sir Thom

as. Le M
orte D

arthur: Sir Thom
as M

alory's B
ook of K

ing A
rthur and of his N

oble K
nights of the R

ound Table, Volum
e 2

（http://
w

eb.archive.org/w
eb/20081023031627 /http://etext.lib.virginia.edu/toc/ m

odeng/public/M
al2 M

or.htm
l

）
を
使
用
し
た
。

（
８
）　

底
本
は
注
（
７
）
に
示
し
た
と
お
り
。
訳
に
関
し
て
は
主
に
『
ア
ー
サ
ー
王
の
死
』（
ち
く
ま
文
庫
）
を
下
敷
き
と
し
た
が
、
適
宜
私
に
改
め
た
箇
所
が

あ
る
。

（
９
）　Yogh

（=
U+021 D

）
は3

で
代
用
し
た
。

（
10
）　

た
と
え
ば B

ook Tw
enty, C

apitulum
 prim

um
 

に
も " IN M

ay w
han euery lusty herte floryssheth and burgeneth / For as the season is lusty to 

beholde and com
fortable / Soo m

an and w
om

an reioycen and gladen of som
er com

ynge w
ith hys fresshe floures / for w

ynter w
ith his rou3 

w
yndes and blastes causeth a lusty m

an and w
om

an to coure / and sytte fast by the fyre / So in this season as in the m
onethe of M

ay it 
byfelle a grete angre and vnhap / that stynted not til the floure of chyualry of alle the w

orld w
as destroyed &

 slayn 

（
五
月
に
な
る
と
、
人
々
の

若
々
し
い
心
は
芽
ば
え
、
花
が
咲
く
。
な
ぜ
な
ら
五
月
と
い
う
時
候
は
見
る
も
の
す
べ
て
生
々
と
し
て
、
気
持
ち
が
い
い
。
だ
か
ら
男
も
女
も
水
々
し
い
花

を
咲
か
す
夏
の
訪
れ
を
心
か
ら
待
ち
望
む
の
だ
。
冬
の
間
は
寒
い
風
が
荒
れ
狂
い
、
さ
し
も
の
若
々
し
い
男
女
も
引
き
こ
も
っ
て
炉
端
に
し
が
み
つ
い
て
し

ま
う
。
さ
て
、
こ
の
季
節
、
す
な
わ
ち
五
月
に
、
こ
と
も
あ
ろ
う
に
大
き
な
怒
り
と
不
幸
が
も
ち
あ
が
り
、
そ
れ
は
全
世
界
の
騎
士
道
の
華
を
す
っ
か
り
亡

ぼ
し
尽
く
し
、
殺
し
て
し
ま
う
ま
で
お
さ
ま
ら
な
か
っ
た
）"

と
い
っ
た
、
恋
愛
と
騎
士
道
が
結
び
付
い
た
言
及
が
見
ら
れ
る
。

（
11
）　

後
醍
醐
の
寵
愛
を
受
け
た
阿
野
廉
子
が
世
の
乱
れ
の
原
因
を
作
っ
た
と
す
る
話
や
、
高
師
直
が
塩
冶
高
貞
の
北
の
方
に
横
恋
慕
し
た
結
果
、
讒
言
を
し
て

高
貞
を
陥
れ
る
話
な
ど
が
あ
る
。

（
12
）　

強
い
て
挙
げ
る
に
、
第
六
十
九
回
「
卜
周
易
管
輅
知
機　

討
漢
賊
五
臣
死
節
」
内
の
「
自
古
驕
兵
多
致
敗　

従
来
軽
敵
少
成
功
（
古
よ
り
驕
兵
は
多
く
敗

を
致
せ
り
、
従
来
敵
を
軽
ん
じ
て
は
功
を
成
す
こ
と
少
な
し
）」
く
ら
い
で
あ
る
。

（
13
）　

こ
れ
ら
の
中
に
は
、「
後
人
有
詩
単
道
赤
兎
馬

0

0

0

0

0

曰
」、「
後
人
有
詩
歎
玄
徳

0

0

曰
」
と
い
っ
た
よ
う
に
、
具
体
的
な
対
象
が
明
記
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
、

「
史
官
有
詩
曰
」、「
後
人
有
古
風
一
篇
」
な
ど
、
若
干
形
式
が
異
な
る
も
の
も
い
く
つ
か
確
認
で
き
る
が
、
こ
ち
ら
の
形
式
に
つ
い
て
は
本
稿
で
は
そ
の
用

例
数
に
カ
ウ
ン
ト
し
て
い
な
い
。

（
14
）　

岩
波
文
庫
版
『
三
国
志
』
の
訳
注
参
照
。



八
四

（
15
）　

注
（
14
）
と
同
。

（
16
）　

注
（
６
）
と
同
。

（
17
）　

岩
波
文
庫
内
、
小
川
環
樹
氏
の
解
説
に
よ
る
。

                      　
　
　
　

                                         　
　
　
　

 

 


